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4　学期に３回以上取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（保護者・地域と一体となる）

3　学期に２回取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　学期に１回取り組んだ 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上

1　年に2回以下取り組んだ 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4　学期に３回以上取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（地域人材の活用）

3　学期に２回取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　学期に１回取り組んだ 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上

1　年に2回以下取り組んだ 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4　週４・５回取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（情報発信）

3　週２・３回取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　週１回取り組んだ 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上

1　月３回未満 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4　学期に３回以上取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（教育活動の公開）

3　学期に２回取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　学期に１回取り組んだ 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上

1　年に2回以下取り組んだ 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4　年間40回以上実施 4　　児童アンケート肯定的評価80%以上（学校の勉強はよく分かる）

3　年間30回以上実施 3　　児童アンケート肯定的評価70%以上

2　年間20回以上実施 2　　児童アンケート肯定的評価60%以上

1　年間20回未満の実施 1　　児童アンケート肯定的評価60%未満

4　概ね週3回以上実施 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（家庭学習への取組）

3　概ね週2回以上実施 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　概ね週1回以上実施 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上

1　概ね週1回未満の実施 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4　80％以上の授業で実施 4　　保護者アンケート肯定的評価90%以上（思考力・判断力・表現力の育成）

3　70％以上の授業で実施 3　　保護者アンケート肯定的評価80%以上

2　60％以上の授業で実施 2　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

1　60％未満の授業で実施 1　　保護者アンケート肯定的評価70%未満

4　１日に１時間以上実施 4　　児童アンケート肯定的評価90%以上（タブレットの積極的活用）

3　２日に１時間以上実施 3　　児童アンケート肯定的評価80%以上

2　３日に１時間以上実施 2　　児童アンケート肯定的評価70%以上

1　４日に１時間以下実施 1　　児童アンケート肯定的評価70%未満

4　全教職員が意欲的に取り組んだ 4　　児童アンケート肯定的評価80%以上(内容項目の理解,自己肯定感の高まり)

3　９割以上の教職員が意欲的に取り組んだ 3　　児童アンケート肯定的評価70%以上

2　８割以上の教職員が意欲的に取り組んだ 2　　児童アンケート肯定的評価60%以上

1　８割未満 1　　児童アンケート肯定的評価60%未満

4　８０％以上の指導場面で実施 4　　児童アンケート肯定的評価80%以上（自己肯定感の高まり）

3　７０％以上の指導場面で実施 3　　児童アンケート肯定的評価70%以上

2　６０％以上の指導場面で実施 2　　児童アンケート肯定的評価60%以上

1　６０％未満の指導場面で実施 1　　児童アンケート肯定的評価60%未満

4　認知したいじめ全件を解消 4　　保護者アンケート肯定的評価90%以上（いじめ防止）

3　認知したいじめの１件から２件が未解消 3　　保護者アンケート肯定的評価80%以上

2　認知したいじめの３件から４件が未解消 2　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

1　認知したいじめの５件以上が未解消 1　　保護者アンケート肯定的評価70%未満

4　日常的に取り組んだ 4　　児童アンケート肯定的評価80%以上（教師が向き合う）

3　だいたいできた 3　　児童アンケート肯定的評価70%以上

2　あまりできなかった 2　　児童アンケート肯定的評価60%以上

1　ほとんどできなかった 1　　児童アンケート肯定的評価60%未満

4　全児童が意欲的に取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（運動に積極的）

3　９割以上の児童が意欲的に取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　８割以上の児童が意欲的に取り組んだ 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上

1　８割未満 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4　全児童が意欲的に取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（望ましい生活習慣）

3　９割以上の児童が意欲的に取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2　８割以上の児童が意欲的に取り組んだ 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上

1　８割未満 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4  日常的に取り組んだ 4　　保護者アンケート肯定的評価80%以上（緊急時への備え）

3  時々取り組んだ 3　　保護者アンケート肯定的評価70%以上

2  あまり取り組めなかった 2　　保護者アンケート肯定的評価60%以上

1  取り組んでいない 1　　保護者アンケート肯定的評価60%未満

4  年間２０回以上取り組んだ 4　　児童アンケート肯定的評価80%以上（交通事故・不審者への意識）

3  年間１５回以上取り組んだ 3　　児童アンケート肯定的評価70%以上

2  年間１０回以上取り組んだ 2　　児童アンケート肯定的評価60%以上

1  年間１０回未満 1　　児童アンケート肯定的評価60%未満

4  日常的に取り組んだ 4　　児童アンケート肯定的評価80%以上（統合に向けて不安がない）

3  時々取り組んだ 3　　児童アンケート肯定的評価70%以上

2  あまり取り組めなかった 2　　児童アンケート肯定的評価60%以上

1  取り組んでいない 1　　児童アンケート肯定的評価60%未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評価A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評価B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評価C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評価D

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

保護者会や学校公開、学校行事などで、積極
的に教育活動を公開する。

B

　成果指標評価基準

総合一年目の中で、職員
一人一人が、児童が安心し
て楽しく通える学校をつく
る。

体力テストの結果分析を生かした体育科の授
業や体育朝会、体力向上旬間を実施し、運動
の日常化を行う。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる

家庭と連携した教育活動の充実を
図るため、「なる小一番星」や「早
ね・早起き・朝ごはん週間」などの
取組を実施している。また、保護
者や地域に対しては、学校だより
やホームページ等を通して、学習
や学校生活の様子を定期的に発
信している。これらの取組につい
ては、教職員の自己評価はやや
低いものの、保護者アンケートで
は高い評価を得ており、家庭や地
域への情報発信や連携の取組が
一定の成果を上げていることが伺
える。今後は、教職員の意識との
乖離についても分析し、取組の質
の向上につなげていく必要があ
る。

地域人材を活用し、地域と一体となって子供た
ちを育む教育活動を充実する。

B A

保護者や地域に、学習や学校生活の状況を、
学校だより、HP等で定期的に情報発信する。

学校教育目標
　〇考える子　　◎力を合わせる子　　　〇健康な子

○目指す学校像・・・・・・・・一人一人を大切にする学校
○目指す児童・生徒像・・・①これからの社会を切り拓くための資質・能力を身に付け、予測困難な時代に主体的に向き合い、自己肯定感を高め、人生をより豊かなもの
　　　　　　　　　　　　　　　　  　にする力をもち、持続可能な社会の創り手となる児童
　　　　　　　　　　　　　　　　②自分も相手も大切にし、互いに認め合い、助け合える児童
○目指す教師像・・・・・・・ ①「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた校内研究の取組と指導力の向上を実践する教師
                                   ②児童の実態を把握し、特別支援教育の視点をもった教師

日常的に積極的な情報
発信や公開を通して教
育活動の理解を求める
とともに受信・共有を行
う。

C A

重点目標の成果と課題
行事や様々な活動を通して、目標に向かって取り組み、成し遂げる喜びや達成感を感じる児童が多く見られた。また、学級や学年での活動、縦割り班、クラブ活動、委
員会活動などの異学年活動・交流では、「自分も相手も大切にする」という意識が高まり所属感や成就感をもつ児童が増えてきている。一方で、児童一人一人の感じ方
には差があり、まだ十分に所属感や自己肯定感をもてていない児童も見られる。また、友達との関わり方や自分の思いの伝え方などに課題が見られる場面もある。今
後は、日常の活動や行事、縦割り活動などを通して、互いを認め合う関係づくりをさらに進めるとともに、児童一人一人が自分のよさを実感しながら安心して学校生活を
送ることができるよう工夫改善していくとともに、継続的な指導や支援を行っていく。

学校関係者評価の評価基準例
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社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
の
実
現

目指す学校及び子どもの
姿を家庭や地域社会と共
有・連携した教育課程を実
施する。

家庭・地域との連携を強
化する。また、地域の環
境及び人材を生かした
体験的活動を企画し、実
施する。

家庭と連携した教育活動の充実を図る。（なん
小一番星・早ね、早起き・朝ごはん週間等）

豊
か
な
心
の
涵
養

積極的にいじめを認知し、早期発見・早期対応
に努める。週１回の学校いじめ対応チームで
共通理解を図り、いじめの解消をめざす。

A

A

B

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

運動しようとする意欲や
健康に生活しようとする
意欲をもち、体力の向上
を図る。

B

A

C

B

C

A

A

早ね・早起き・朝ごはん週間などを活用し、家
庭と連携した健康教育と食育を推進する。

校内の安全な生活環境
を整え、自分を守り相手
を守る安全教育の実施
と危機管理体制を確立
する。

不審者対応、服務事故防止、アレルギー対
応、児童同士のトラブル、保護者への対応、緊
急時の対応等冷静に判断できるように準備す
る。

交通事故防止や不審者対応、PC,携帯電話等
のネットマナー等自分の体は自分で守る態度
を身に付けるよう、意識付けや振り返りを行
う。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

道徳教育を推進する。

年間４回の研究授業及び道徳授業地区公開
講座等を核とした道徳教育の研究を充実させ
る。

委員会、クラブ、縦割り班活動、実行委員会、
係活動など子供の主体的な活動を重視し、自
己有用感を高め自他ともに大切にする指導の
充実を図る。

いじめの早期発見に努
め、特別な支援を必要と
する児童や不登校傾向
にある児童への支援を
図る。

心のアンケートを活用し、一人一人の児童と向
き合う時間を確保できるようにする。特別支援
の視点をもって児童を支援している。

学習への興味・関心を
高め、。知識・技能を活
用し、主体的に「学び続
ける」子どもを育てる。

　授業改善を進め、基礎
的・基本的な知識及び技能
の確実な習得と思考力、判
断力、表現力等の育成とと
もに、主体的・対話的で深
い学びを実現する。

朝学習の時間を中心として、言語事項の習
得、四則演算等、各教科の基礎的・基本的な
事項を身に付ける。

学習の定着を図るため、タブレット端末も活用
し、家庭学習を積極的・計画的に行わせる。
（学習用ドリルソフを活用した家庭学習等）

主体的・対話的で深い学びを目指し、問題解
決的な学習や言語能力向上を意識した、各教
科での取組の充実を図る。

ICTを活用し、子供同士による意見交換、発表
等、お互いを高め合う学びを充実させる。

確
か
な
学
力
の
育
成

A

２０２５年度　町田市立成瀬小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

タブレット端末を活用した家
庭学習の推進や、ICTを活
用した意見交換・発表など、
児童の学びを広げる取組を
進めている点は評価でき
る。一方で、学校評価の結
果からは、家庭学習の取組
が十分に定着していないこ
とや、ICTを活用した協働的
な学びが教職員の中で十分
に実感されていない状況も
見られる。今後は、家庭学
習の目的や活用方法を保護
者と共有し、家庭と連携した
取組をさらに充実させること
が望まれる。

教職員・児童・保護者の評
価が高く、児童の自己有用
感や互いを大切にする意識
の高まりにつながっている
点は大きな成果である。今
後もこれらの取組を継続・充
実させるとともに、家庭や地
域との連携をさらに深めな
がら、児童が安心して学校
生活を送ることができる環境
づくりを進めていくことを期
待したい。

教職員・保護者・児童のい
ずれの評価もやや低い結果
となっており、取組の成果が
十分に実感されていないこ
とが課題として考えられる。
今後は、体力向上や運動習
慣の定着に向けた取組をさ
らに工夫するとともに、家庭
との連携を深めながら、児
童が日常生活の中で安全意
識やネットマナーを実際の
行動として身に付けられるよ
うな取組の充実を期待した
い。

B

A

B

基礎的・基本的な知識・
技能の確実な習得を図
る。

取組の目的や成果を教職員間で
共有する機会を設けるとともに、
保護者アンケートの結果や家庭か
らの反応を校内で共有し、取組の
意義を再確認できるようにする。ま
た、「なる小一番星」や「早ね・早起
き・朝ごはん週間」の取組につい
ても、家庭との双方向の関わりを
意識した工夫を取り入れ、より実
効性の高い連携となるよう改善を
図る。さらに、HPや学校だより等
による情報発信の内容や方法に
ついても見直しを行い、家庭や地
域にとってより分かりやすく、学校
の教育活動が伝わる発信の充実
を図っていく。

学習の定着を図るため、タブレット
端末を活用した家庭学習（学習用
ドリルソフトの活用等）を３年以上
の学年で推進している。しかし、
１．２年での取組ができなかった。
また、学校評価においては、教職
員・保護者ともに評価が低く、家庭
学習の取組が十分に定着してい
ない状況が見られる。ICTを活用
し、児童同士の意見交換や発表な
どを通して互いに高め合う学びの
充実を図ってきた。児童アンケート
では評価が高い一方で、教職員の
評価は低く、ICTを意見交換や協
働的な学びの場面で十分に活用
できていない実態が見られる。

家庭学習におけるタブレット端末
の活用を定着させるため、学習用
ドリルソフトの活用方法や家庭で
の取組例を保護者に周知するとと
もに、学年に応じた家庭学習の進
め方を整理し、学校と家庭が共通
理解をもって取り組めるようにす
る。また、児童の取組状況を定期
的に確認し、学級での声掛けや励
ましを通して継続的な学習習慣の
形成を図る。ICTを活用した意見
交換や発表活動をより効果的に
行うため、授業の中でタブレット端
末を活用する具体的な活用場面
を共有していく。さらに、教職員間
で実践事例を紹介するなど校内研
修の充実を図っていく。

研究授業や道徳授業地区公開講
座を核とした道徳教育の研究を推
進するとともに、委員会活動やク
ラブ活動、縦割り班活動など、児
童の主体的な活動を重視した指
導を行っている。いじめについて
は積極的に認知し、週１回の学校
いじめ対応チームによる情報共有
を通して早期発見・早期対応に努
めている。さらに、心のアンケート
を活用して児童一人一人と向き合
う時間の確保に取り組むとともに、
特別支援の視点を生かした支援
を行っている。これらの取組によ
り、教職員・保護者・児童のいずれ
の評価も高く、児童の自己有用感
を高め、互いを大切にする学校づ
くりが着実にすすんでいる。

研究授業や道徳授業地区公開講
座を核とした校内研究を継続し、
児童の実態に応じた授業改善を
図るとともに、教職員間で実践事
例の共有を行い、道徳科の指導
力の向上に努める。いじめの未然
防止・早期対応については、学校
いじめ対応チームによる定期的な
情報共有や心のアンケートの活用
を継続するとともに、児童一人一
人の小さな変化を見逃さない指導
体制を充実させ、組織的な対応の
さらなる強化を図る。さらに、特別
支援教育の視点を生かした支援
を継続し、すべての児童が安心し
て学校生活を送ることができる学
校づくりを推進していく。

学校経営の重点
〇開校1年目「新たな学校づくり」 … ① 所属感、成就感がもてる学校   「友達が増えて楽しい」 「皆で力を合わせて成功させて嬉しい」 「自分も相手も大切かけがえの
                                                     ない存在」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　② 自分たちでつくっていく学校　 「児童・教職員・地域が心を合わせてつくる新たな学校」 「新しい伝統・風土を自らつくる喜び」

74%

94%

91%

保護者アンケートにおいて
高い評価を得ていることか
ら、学校からの情報発信や
家庭との連携が一定の成果
を上げていることが伺える。
教職員の自己評価がやや
低い点については、その要
因を分析し、教職員が取組
の成果を実感できるような共
有の場を設けることや、家
庭・地域との連携の在り方を
さらに工夫していくことが望
まれる。今後も家庭や地域
との連携を一層深め、取組
の質の向上につなげていく
ことを期待したい。

そ
の
他

児童一人一人のよさや多様性を認め合う教育
活動を日常化させることや適応指導の充実を
図る。

A A

学級活動や日常の指導の中で互
いのよさを認め合う機会を大切に
することで、互いを尊重し合う学校
風土が形成されていることが伺え
る。

児童一人一人に寄り添った指導
や支援を継続し、誰もが安心して
学び、自己のよさを発揮できる教
育活動の充実を図っていく。

94%

温かい学校風土が形成され
ていると感じた。今後もこの
ような取組を継続していくこ
とを期待したい。

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で
成果と課題、改善点について協議する。

2.9

3.2

2.9

3.4

3.5

2.8

体力テストの結果分析を生かした
体育科の授業改善や体育朝会、
体力向上週間の実施などを通し
て、児童が日常的に体を動かす機
会の充実を図っている。また、交
通事故防止や不審者対応、PC・
携帯電話等のネットマナーについ
ても、指導や振り返りを行ってい
る。しかし、学校評価では教職員・
保護者・児童のいずれの評価もや
や低い結果となっている。取組自
体は実施されているものの、体力
向上や運動習慣の定着が十分に
実感できていないことや家庭生活
も含めた日常の中で安全意識や
ネットマナーが継続的な行動とし
て身に付いていると感じにくいこと
が理由として考えられる。

2.5

3.8

3.8

3.9

3.8

87%

73%

92%

97%

A

体力テストの結果をより効果的に
活用するため、各学年や児童一人
一人の課題に応じた運動内容を
体育科の授業に計画的に取り入
れるとともに、短時間でも継続して
取り組める運動を体育朝会や休
み時間、体力向上週間などに位置
付け、児童が日常的に体を動かす
習慣を身に付けられるようにす
る。さらに、交通安全や不審者対
応、ネットマナーについては、発達
段階に応じた指導や事例を取り入
れた学習、定期的な振り返りを行
うとともに、学校だよりや保護者会
等を通して家庭と情報を共有し、
家庭生活の中でも継続して安全意
識や適切な利用習慣が身に付くよ
う連携を図っていく。

B

A

A

87%

90%

93%

97%

95%

3.3

3.4

3.3

3.9

3

3.8

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


